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要旨: 
これまで開発された，多くの学習用データ分析ツールは，スタンドアロン式プログラムもしくは，多くの人
が利用できるウェブ・ベースであっても，オリジナルのプログラムよって作成されたものである．また，R
言語に代表されるような汎用で高性能なデータ分析ソフトウェアもあるものの，数行とはいえプログラミン
グの必要があるため，いまだに技術獲得において障壁は高い．本研究では，データ分析のためのフリーソフ
トウェアである R言語をベースにしたウェブブラウザで利用できるマーケティング・データ分析のための学
習用システムを開発した．本システムは，複雑なプログラミングを必要としない高性能な分析ツールとして
利用できる． 
 
Abstract:  
Many existed education-oriented data analysis tools are stand-alone type system or original program even if web-based 
system which can be used by many people. Even there are free charge, wide use and high performance data analysis 
software like R language, it is difficult to use them efficiently. In this study, we develop a web-based educational 
system for marketing data analysis based on R language. Also this system can be used as high performance one without 
complex programming.  
 
1. はじめに 
本研究では，経済学・経営学・商学を専攻する学生
を念頭に，マーケティング分野のデータ分析技術習得
のためのソフトウェアの開発を行った．多くの場合，
学生は数式やプログラミングには慣れてはいないが，
分析に必要なデータの用意や，結果の解釈などについ
ては学びたい意識が高い．したがって，実際の効率の
良い実際の分析システムを提供することで，こうした
学生のニーズに応えることができる． 
これまでの多くのシステムでは，スプレッド・シー
ト上で実行できるプログラムや，ウェブ・システムで
あっても，独自の cgi などを利用したシステムが多か
った（たとえば[5, 9]）．こうしたシステムでは，広く
知られている定型的なモデルを利用することはできて
も，拡張しようとすると，一からプログラムを作成し
なければならないなど，開発工数の手間がかかる．ま
た，こうしたソフトウェアのグラフ機能はあまり使い
勝手がよくないため，結果を効果的に見せようとする
と困難が伴うこともある．本研究で対象としているマ
ーケティング分野では，一見，通常の集計分析や多変
量解析のモデルに見えても，実際には独自の工夫やア
ルゴリズムが必要な場合も多い．こうした分析を通常
のソフトウェアで行う場合，実装が相当困難となる． 
近年では，R言語に代表される，高性能で無料のソ
フトウェアも広く用いられている．こうしたソフトウ
ェアの多くはオープン・ソース・ソフトウェア（OSS）
であり，世界中の開発者が数多くの分析プログラムを
作成・公開しており，最新の分析手法であっても手軽
に入手し利用することができる．ただし，開発の手間
が省ける一方で，プログラミングは必要であり，初学
者が分析に使う場合は障壁は高いと言わざるを得ない． 
したがって，社会科学系の学生がこうしたシステム
を利用するとしても教育効果はいずれも一長一短であ
ると言わざるを得ない．そこで本研究では，統計ソフ
トの高機能さと，ウェブブラウザ上での入出力の容易
さを兼ね備えたシステムの開発を行った． 
 
2. システムの概要 
本研究では，データ整形についてはMicrosoft Excel，
分析インターフェイスとしてウェブブラウザを利用し，
分析エンジンとしてRを使った計算やグラフ作成を行
うシステムを開発した．データの入出力，分析ステッ
プの概要は以下の通りである． 
 
1. Excelでデータ作成 
↓ 
2. 1.をコピーし入力フォームに貼り付け 
↓ 
3. PHPで R用のデータセットとスクリプト作成 
↓ 
4. Rで分析実行と結果の加工（グラフなどの作成） 
↓ 
5. PHPでブラウザに結果やグラフの出力 
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 本システムの動作環境としては，Apacheなどのウェ
ブ・サーバが起動するPCに統計処理言語のRをインス
トールしておく必要がある 1． 
分析用データについては，Microsoft Excelに代表さ
れるスプレッドシート・ソフトウェアのワークシート
で所定の形式のデータを作成する． 
次に，ワークシートのデータをのうち必要な部分を
クリップボードにコピーし，ブラウザの入力フォーム
に貼り付ける．学生向けの分析では，それほど大規模
なデータを使うことはないと想定されるため，クリッ
プボードへのコピーで十分であると判断した．さらに，
実際のデータを概観する場合はスプレッド・シートを
利用することの方が，理解をしやすく，データの準備
や後のレポート作成などを考えると，スプレッド・シ
ートを利用する方が利便性は高い． 
入力フォームでは，データのみテキストで入力した
だけの状態であるため，これを，Rの分析用にデータ
を格納する必要がある．さらに，実際に分析するため
には Rのスクリプトを生成しなければならない．これ
らを行うのが第 3 ステップである．このステップは
PHPによってデータを格納しながら，分析オプション
の設定などを含めて，Rのスクリプトを生成する． 
そして，それらをRのソースファイルとして実行し，
結果を保存する．なお，グラフを作成するためのデー
タの取り出しやグラフ作成を行い，結果のファイルか
ら必要なデータを取り出し，グラフとともに出力画面
に返す． 
このようにすることで，分析実行者がデータ生成や
Rのスクリプトについて大きな負担なく，ウェブブラ
ウザを利用して，Rによる分析を行うことができる． 
また，自分で Rを習得したい場合の情報として，実
行しているRのスクリプトと入出力データを参照でき
るようにしている． 
 
3. システムの特徴 
前節で，本システムの特徴についてその概要を論じ
た．今回作成したシステムの特徴として以下のような
ものにまとめることができる．  
 
網羅性：R言語は，統計処理言語である S言語のフリ
ー版クローンとして 1996 年にニュージーランドの R. 
Ihakaと R. Gentlemanにより開発されて以来，OSSで
あるという特徴を最大限に生かし，数多くのディスト
リビュータが多くの分析手法のパッケージを開発し，
これらを自由に利用することができる．これらには統
計関数や多変量解析のみでなく，オペレーションズ・
リサーチ手法，機械学習やデータ・マイニング手法，
テキスト処理やテキスト・マイニング手法も含まれる． 
 
1 ただし，USBで起動できるシステムも提供している
ため，実際にはこれらのソフトを別途インストールす
る必要性は必ずしもない． 
拡張性：網羅性とも関係するが，OSSであるため，自
らが新たな分析手法を作ることができるプラットフォ
ームとなっている．Rは統計処理言語であり，行列デ
ータを扱いやすく，さらに，最適化もしくは求解手法
についても各種そろっている． 
 
精緻性：多変量解析などの伝統的な分析については，
単にパラメータを推定するだけでなく，各種のモデル
選択やモデル評価のための情報を得ることができる．
たとえば回帰分析におけるパラメータの有意検定や，
主成分分析の寄与率などである．そのほかにも従来計
算が困難であった，一般化線形モデルにおけるパラメ
ータの分散の近似値などもパッケージに含まれ，複雑
なモデルにおいても適切なモデルの評価が可能である． 
 
操作容易性：上記のようにデータ分析手法を網羅して
いる言語であるが，実際の分析には，適切な形式のデ
ータとRのスクリプトを適切に書いて実行する必要が
ある．また結果はすべて数値として得られるため，適
切に集計・グラフ化するためにはさらにスクリプトを
書かなければならない．こうした事項の習得はデータ
分析初学者にとっては容易であるとは言えない．した
がって，システム構築者がこうした入出力の制御につ
いては事前に仕込むことで，利用者は分析を容易にす
ることができる． 
 
4. システムの詳細 
本システムは試作段階であり，現状では十分な分析
手法を含んでいるわけではない．マーケティング分野
のデータの分析を念頭と置いているため，マーケティ
ング分野で利用されるような集計や，分析モデルを中
心に実装している．現状で実装している手法は表 1お
よび図 2の通りである． 
なお，すべての分析手法について，共通して「Rの
ソースファイル」，「Rのデータファイル」，「Rの分析
結果のファイル」についてそれぞれテキスト・ファイ
ルの形式で得られる． 
 
表 1 実装されている手法 
分析目的 分析手法 
予測，因果関係 回帰分析 
反応分析 
ロジスティック 
回帰分析 
選択モデル 多項ロジット・モデル 
知覚マップ 
因子分析 
（主成分分析を含む） 
販売３評価 パレート分析 
顧客評価 RFM分析 
顧客評価の応用 RFM分析（ファジィ） 
 
以下で各分析手法について概説し，実際の分析手順
について実際の分析手順について概観する．なお，各
分析手法の入出力項目についても記述する．実際の利
用イメージは付録を参照されたい． 
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図 2 メインメニュー  
4.1. 回帰分析 
回帰分析は，一つもしくは複数の説明変数が，一つ
の目的変数へどのように影響を与えるかを分析する統
計的手法であり，一次関数の形式でパラメータを推定
する [3]．説明変数を𝑥1, 𝑥2 ⋯ , 𝑥𝑝とし，目的変数を𝑦と
するとき  
𝑦 = 𝑏0 + 𝑏1𝑥1 + 𝑏2𝑥2 + ⋯+ 𝑏𝑝𝑥𝑝 + 𝜀  
と表される線形関係において，観測される𝑦と予測値
の残差 𝜀 の平方和を最小にするようにパラメータ
𝑏0, 𝑏1, 𝑏2,⋯ , 𝑏𝑝を求める手法である． 
入力データとしては，説明変数は各列に並べるよう
な行列形式であり，目的変数は列ベクトルとしてそれ
ぞれ別々に入力する．また，変数名を指定することが
できる．説明変数についてはモデルに含めるかどうか
についてチェックボックスで指定することができる． 
また，学習目的であるが，最適なモデルを試行錯誤
で見つけることができるようにするために，AIC
（Akaike Information Criteria）の値を出力するようにし
ている．  
4.2. ロジスティック回帰分析 
ロジスティック回帰分析は，ある変量が反応の有無
に影響を与えるような場合に，反応の確率を S字カー
ブで求める．説明変数 𝑥 について，反応確率  𝑝 を，  
𝑝 = 𝑎1 + 𝑏 × exp {−𝑐𝑥}  
として与える 2．なお，本システムでは説明変数は 1
つに限っている．  
表 2 回帰分析の入出力項目 
入力項目 
説明変数数 𝑝（最大 10） 
データ数 𝑛 
説明変数 𝑛 × 𝑝 行列 
被説明変数 𝑛 次元ベクトル 
変数名 𝑝 次元ベクトル 
（オプション） 
使用する変数 チェックボックス 
出力項目 
Rの出力結果 
モデル式 
残差情報 
係数情報 
統計情報 
AIC 
データ 
入力したデータ 
被説明変数の予測値 
相関係数 (𝑝 + 1) × (𝑝 + 1) 行列 
変数間散布図 多変量連関図形式 
予測式のグラフ 
説明変数が 1つの 
場合のみ 
その他 
Rのソースファイル  
Rのデータファイル  
Rの分析結果のファイル  
表 3 ロジスティック回帰分析の入出力項目 
入力項目 
データ数 𝑛 
説明変数 𝑛 次元ベクトル 
被説明変数 𝑛 次元ベクトル 
出力項目 
Rの出力結果 
モデル式 
係数情報 
残差情報 
データ 
入力したデータ 
被説明変数の予測値 
予測式のグラフ 散布図と予測式 
その他 
Rのソースファイル  
Rのデータファイル  
Rの分析結果のファイル  
4.3. 多項ロジット・モデル 
多項ロジット・モデルは，離散選択問題における確
率選択モデルの一つである [2]．複数の対象から一つ
を選択する問題において，各対象の効用を比較し，最
も効用の大きな対象を選択するという仮定のもと，同
時選択確率である尤度を最大にするようなパラメータ
を求める．回答者 𝑖 の対象 𝑗 に対する効用を𝑈𝑖𝑖とする．
𝑈𝑖𝑖はモデルで表される，確定的効用𝑉𝑖𝑖と確率的効用 𝜀𝑖𝑖  により構成される．確定的効用は変量 𝑥𝑖𝑖  を用いて，  
2 ロジスティック回帰分析には他のモデル表現もある． 
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𝑖
𝑥𝑖   
と表すことができ，ランダム効果である確率的効用を
二重指数分布に従うと仮定する．したがって効用は，  
𝑈𝑖𝑖 = 𝑉𝑖𝑖 + 𝜀𝑖𝑖   
と表すことができるが，このとき回答者 𝑖 の対象 𝑗 の
選択確率は，  Pr�𝑈𝑖𝑖 > 𝑈𝑖𝑖  � ∀𝑙 ≠ 𝑗� = exp {𝑉𝑖𝑖}∑ exp {𝑉𝑖𝑖}𝑖   
と求めることができる．そして，全データに対する尤
度を元にパラメータ 𝑏𝑖  を求める． 
本システムでは，多項ロジット・モデルについては
濱岡 [1] のコードを元にしたRのスクリプト [10] を
元にしてデータの入出力部分を追加している．  
表 4 多項ロジット・モデルの入出力項目 
入力項目 
属性数 𝑚（最大 10） 
ブランド数 𝑟（最大 10） 
データ数 𝑛  
評価値データ (𝑚 × 𝑟) × 𝑛 行列 
選択したブランド 𝑛 次元ベクトル 
使用する属性 
ブランド定数 
チェックボックス 
出力項目 
最適パラメータ 
係数情報 
対数尤度 
AIC 
データ 入力したデータ 
その他 
Rのソースファイル  
Rのデータファイル  
Rの分析結果のファイル  
4.4. 因子分析 
因子分析は，商品評価におけるアンケート回答など
をもとに，複数の評価項目（変量）の反応のうち共通
する項目をまとめることで，次元の縮約をしようとす
る分析である．マーケティングの分野では，知覚マッ
プの作成や，商品評価データ行列から，製品セグメン
トを作成するなどといった目的に利用される． 
 求解方法としては，Rのオプションのうちのいくつ
かを選択できるようになっている（表 5を参照）．また，
因子分析とともによく用いられる主成分分析も因子分
析のメニューから分析可能である． 
  
4.5. パレート分析 
パレート分析は ABC 分析ともいわれ，評価対象ご
との売上や利益などを集計し，上位から並び替えてラ
ンク付けをしようとする集計分析手法である．そのた
めに，集計対象の変量のアイテムごとに数値を合計し，
数値の大きい順に並び替える．そして，それぞれのア
イテムの構成比率および累積構成比率を求め，アイテ
ムごとの合計を縦棒グラフ，累積構成比率を折れ線グ
ラフとする複合グラフを作成する．そして，たとえば
累積構成比率が 70%以下のアイテムをAランク，それ
以上で 90%以下のアイテムを Bランク，それ以外を C
ランクというように各アイテムをランク付けする．  
表 5 因子分析の入出力項目 
入力項目 
分析法 
最尤法，主因子法， 
主成分分析 
軸の回転 
回転なし， 
VariMax回転（直交回転）
ProMax回転（斜交回転） 
因子数（グラフ化する 
主成分数）: 
𝑚 
項目数 𝑝  
データ数 𝑛 
データ 𝑛 × 𝑝 行列 
項目名 
𝑝 次元ベクトル 
（オプション） 
データ名 
𝑛 次元ベクトル 
（オプション） 
出力項目 
入力したデータ 𝑛 × 𝑝 行列 
因子負荷量 
𝑚個の棒グラフ 
負荷量の表 
因子負荷量と 
因子得点の散布図 
因子得点の散布図と 
負荷量の矢線グラフ 
因子得点の表 
Rの出力結果 
因子負荷量 
回転情報 
統計情報 
相関係数行列 
因子得点 
その他 
Rのソースファイル  
Rのデータファイル  
Rの分析結果のファイル  
表 6 パレート分析の入出力項目 
入力項目 
データ項目数 𝑝（最大 10） 
データ数 𝑛 
データ 𝑝 × 𝑛 行列 
項目名 オプション 
集計の基準となる項目 列番号 
集計対象の項目 列番号 
グループ分けの基準 
Aランクと Bランク 
の累積構成比率 
出力項目 
対象別集計結果 
数量 
構成比率 
累積構成比率 
グループ   
グラフ 
ソート後の各対象の数量 
累積構成比率の推移 
その他 
Rのソースファイル  
結果のファイル 
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4.6. RFM分析 
RFM分析は，顧客ごとの購買履歴を多次元的に集計
し，3 つの視点から顧客の優良度を集計しようという
方法である．ここでいう 3つの視点とは，1) 基準日か
らさかのぼった直近購買日（Recency），2) 基準日から
さかのぼった一定期間における購買回数（Frequency），
および 3) 累積購買金額（Monetary Value）であり，こ
れらの頭文字をつないで，RFM分析と呼ばれる．本シ
ステムにおいては，各顧客について，RFMのそれぞれ
の値を集計する． 
入力データとしては ID付 POSデータをイメージして
おり，購買単品ごとの「購買年月日」，「顧客識別番号」，
「購買識別番号（レシート番号）」，「購買個数（単品ご
との購買金額を算出）」が必要となる．また，それぞれ
の評価対象をセグメント化するために，各評価項目に
ついてしきい値を設け少数のグループ化をおこなうこ
とも一般的である．  
表 7 RFM分析の入出力項目 
入力項目 
データ項目数 𝑝（最大 10） 
データ数 𝑛 
データ 𝑝 × 𝑛 行列 
基準の項目  列番号（顧客 IDなど） 
R, Fの項目 列番号（購買日） 
  Mの項目 列番号（購買金額） 
基準の日付 yyyy/mm/dd 
R,F,Mの基準 各ランクのしきい値 
抽出条件 
すべて 
非補償型 
補償型 
出力項目 
各グループの集計値 
顧客数 
平均日数 
平均回数 
平均金額 
抽出された各顧客の 
集計情報 
顧客 ID 
直近購買までの日数 
購買回数 
購買金額 
RFM各スコア 
総合点 
RFM各データの 
累積出現数 
折れ線グラフ 
RFM各データのスコア ヒストグラム 
その他 
Rのソースファイル  
結果のファイル  
4.7. RFM分析（ファジィ） 
 RFM 分析（ファジィ）は，RMF 各スコアの境界
値の日数，回数，金額を元に，RMF各スコアを線型で
補間して，RFM値を整数値ではなく実数値とする．抽
出は，ショケ積分（菅野，室伏 [4]）で計算した総合
点をしきい値とする．抽出条件はファジィ測度で与え，
与え方により最大値，最小値，加重和での総合評価を
含む RFM スコアの相互作用を考慮した総合点の計算
が可能になる．それ以外は RFM分析と同様である．  
5. 現状の利用上の制限 
本システムは基本的に利用の制限はないが，現状で
は以下のような注意点がある． 
 まず，データ量については，分析に Rを用いている
ため，R を実行する計算機のメモリ量に依存する．R
においても大規模データを利用するためのパッケージ
（たとえば ff [6] や bigmemory [7]）などもあるが，学
生教育目的であれば，現状で大きな問題にはならない． 
また，本システムはセキュリティに関しては現状で
は一切考慮をしていない．したがって，データの送受
信の際に，盗聴される可能性もある．特に，企業が情
報保護すべきデータを利用するときは別途セキュリテ
ィ保護をするような措置が必要である．また，表示用
のデータやグラフが一時的にサーバー上に残り，URL
を推測すれば，他の人が参照可能な状態になっている． 
 ウェブ・ベースで利用することを想定しているが，
まだ手元に Rを実行できるウェブ・サーバがない．将
来的には cgi を自由に変更できるレンタル・サーバで
の運用などを視野に入れてはいるが，現状では，スタ
ンドアロン PC上でしか利用できない． 
 
6. まとめ 
本研究では，OSSである Rをエンジンとした，マー
ケティング・データ分析のためのウェブ・ベース・シ
ステムを開発した． 
マーケティング・データ解析では従来の汎用的な分
析手法をそのまま利用することもあるが，独自の構造
を持った手法も多い．そういった場合でも手軽に利用
できる環境を提供することは，本分野における研究・
教育において，価値があると考えている． 
現段階ではまだ試作段階であるため，利用できる手
法は少ないが，仕組みを変えることなく，容易に拡張
可能である．また，利便性についてはユーザー・テス
トを行っていないため，改善の余地があると思われる．  
※本稿は，平成 23 年度専修大学情報科学研究所共同
研究の研究成果である． 
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付録 利用例 
以下にいくつかの分析手順と結果例示する． 
回帰分析： 
データは表A1のような形式である．ここで，販売
量を目的変数，気温，湿度，来客数を説明変数として，
回帰分析を行う．データは木島ら [1] で提供されてい
るものを利用した． 
 
表A1 回帰分析用データ 
日付 
Date 
販売量 
Sales amount 
気温 
Temperature 
湿度 
Humidity 
来店客数 
No. of customer 
7月 1日 112 26.00 93.12 1179 
7月 2日 29 27.60 85.99 1787 
7月 3日 47 34.99 79.20 1997 
7月 4日 105 33.63 86.52 1150 
7月 5日 107 30.09 70.32 1641 
7月 6日 116 30.51 98.80 1660 
7月 7日 104 31.14 72.39 1067 
： ： ： ： ： 
9月 30日 97 29.94 93.55 1288 
 
このデータを入力フォームにコピー&ペーストする． 
 
 
図A1 回帰分析の入力フォーム 
 
データをサーバに送信すると，分析が実行され，図
A2～A4のような分析結果が返される．なお，図A2
は Rの実行結果，図A3は入力データと目的変数の予
測値の表，図A4は散布図である． 
 
図A2 回帰分析の結果出力 1 
 
 
図A3 回帰分析の結果出力 2 
 
 
図A4 回帰分析の結果出力 3 
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因子分析： 
因子分析では，表A2のような複数の変量を持つデ
ータを用いる．本データは木島ら [1] で提供されてい
るものを用いた． 
 
表A2 回帰分析用データ 
顧客 ID 
C_ID 
しょうゆ 
soy source 
味噌 
miso 
ソース 
source 
マヨネーズ 
mayonnaise 
1 8.62 7.37 1.46 1.16 
2 9.82 7.25 1.97 0.66 
3 6.76 5.16 1.90 1.07 
4 9.98 8.36 1.48 0.74 
5 8.88 5.98 1.35 0.76 
6 10.15 5.68 1.90 0.94 
7 7.36 7.43 1.74 0.75 
： ： ： ： ： 
100 8.54 9.27 1.74 0.89 
 
このデータを入力フォームにコピー&ペーストする． 
 
 
図A5 因子分析の入力フォーム 
 
データをサーバに送信すると，分析が実行され，図
A6～A8のような分析結果が返される．なお，図A6
は入力データ，図A7は得られた因子負荷量のグラフ，
図 A8は因子負荷量（矢線）と因子得点（数値）の散
布図である． 
 
 
図A6 因子分析の結果出力 1 
 
 
図A7 因子分析の結果出力 2 
 
 
図A8 因子分析の結果出力 3 
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パレート分析： 
パレート分析では，（ID付）POSデータのようなデー
タ形式を想定している．ただし，パレート分析におい
ては，日付データは必ずしも必要ない． 
 
表A3 パレート分析用データ 
日付 
DATE 
顧客 ID  
C_ID 
商品 ID  
P_ID 
数量 
Units 
単価 
Price 
金額 
Amount 
2012/8/10 A101 QW-632 2 330 660 
2012/8/10 A101 PS-836 1 650 650 
2012/8/10 A101 RS-232 2 760 1520 
2012/8/10 A102 PS-836 3 650 1950 
2012/8/10 A102 QW-632 1 330 330 
2012/8/10 B302 NN-653 2 410 820 
2012/8/10 B302 QW-632 4 330 1320 
2012/8/10 B505 QW-632 2 330 660 
2012/8/10 B505 TT-986 1 815 815 
2012/8/11 B302 QW-632 2 330 660 
2012/8/11 A101 PS-836 5 650 3250 
： ： ： ： ： ： 
2012/8/17 B505 QW-632 7 330 2310 
 
このデータを入力フォームにコピー&ペーストする． 
 
 
図A9 パレート分析の入力フォーム 
 
データをサーバに送信すると，分析が実行され，図A10，
A11のような分析結果が返される．なお，図A11は集
計結果と構成比率，図A11はパレート図である． 
 
図A10 パレート分析の出力結果 1 
 
 
図A11 パレート分析の出力結果 2 
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RFM分析： 
RFM分析はパレート分析と同様の，ID付 POSデー
タの形式を想定している．すなわち，単品（カテゴリ）
ごとの購買単価，個数，金額とともに，顧客番号と購
買日を含むデータである．入力については，前述のデ
ータの他，集計列および，Recencyを算出するための
基準日の入力が必要である． 
 
 
図A12 RFM分析の入力フォーム 1 
 
また，図 A13 のように，RFMそれぞれのランクの
基準値（5段階のうち上位 4段階のしきい値）につい
ても入力する．Rは上位ランクほど数値を小さく，F
とMについては上位ランクほど数値を大きくする．さ
らに，サンプルの抽出条件について選択する． 
 
 
図A13  RFM分析の入力フォーム 2 
 
結果は図A14 ～図 A16 のように得られる．図A14
は，各グループ（ランクの組み合わせ）に関する集計
情報，図 A15 は抽出された顧客の RFMの各集計値と
スコア，図A16 は各項目の集計値を並び替えた時の累
積出現割合のグラフである． 
 
 
 
図A14 RFM分析の結果出力 1 
 
 
図A15 RFM分析の結果出力 2 
 
 
図A16 RFM分析の結果出力 3 
 
 この他，各クラスの人数のグラフや，総合スコアの
分布のヒストグラムが表示される．
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